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江府町の人口

（81131日現Jl三）

世帯数1233世滞
人　口　4JH1人
（前月比　」2
（男）　　　1
（女）　　－　3

出　雲二　　　　7

（男）　　　　4
（女）　　　　3

転　入　　　　5

（男）　　　　3
（女）　　　　2

転　出　　　　9

（男）　　　　4

料
理
を
作
り
な
が
ら

親
子
の
ふ
れ
あ
い

料
理
を
作
り
な
が
ら
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
て

も
ら
お
う
と
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、
八

月
二
十
白
、
明
倫
小
学
校
区
を
対
象
に
、
「
母
と
子

の
料
理
教
室
」
を
開
き
、
会
場
の
新
道
公
民
館
に
は

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
十
∴
人
の
子
供
た
ち
と
六

人
の
お
母
さ
ん
が
集
ま
っ
て
ご
ち
そ
う
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

食
生
活
も
豊
か
に
そ
っ
た
反
面
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

や
レ
ト
ル
ト
食
品
の
普
及
で
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き

た
食
事
作
り
の
如
昌
心
、
家
庭
の
味
も
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
時
代
が
ど
ん
を
に
か
わ
っ
て
も
心
と
体
の

健
康
に
欠
か
せ
な
い
食
生
活
。

食
べ
も
の
を
大
切
に
し
、
食
事
を
大
切
に
す
る
気

指
を
忘
れ
ず
に
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
一
生
懸
命

作
っ
た
ご
ち
そ
う
は
、
か
ん
た
ん
ピ
ラ
フ
、
人
参
の

ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ラ
ダ
。

み
ん
を
で
食
べ
な
が
ら
の
感
想
は
？

「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
′
」
そ
う
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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町長の行政報告

（9月町議会定例会から）

交通安全

曾声
江　府　町

▲各戸に配布された交通安全旗

◇議決事項◇

八
月
町
議
会
臨
時
会

…
…
…
八
月
十
日

第210号

稔
　
務

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
十
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
「
子
供
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
　
「
飲
酒
運
転
と
無

謀
運
転
の
追
放
」
　
「
良
好
を
交
通

環
境
の
確
保
」
を
重
点
目
標
と
し

て
行
わ
れ
、
本
町
で
も
街
頭
啓
発
、

町
広
報
車
に
よ
る
町
内
巡
回
、
啓

発
指
導
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
町

民
み
ん
な
で
安
全
を
確
認
し
合
う

た
め
、
交
通
指
導
員
協
議
会
の
視

察
報
告
を
も
と
に
江
府
町
交
通
安

全
旗
を
制
定
し
、
各
戸
に
配
布
し

ま
し
た
。

安
全
旗
の
掲
揚
日
は
、
交
通
安

全
母
の
会
総
会
の
決
議
で
、
毎
月

一
日
、
十
五
日
の
交
通
安
全
の
日

と
安
全
運
動
期
間
中
に
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

同
和
対
策

七
月
十
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で

部
落
解
放
月
間
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。同

和
問
題
の
解
決
は
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、

国
民
的
課
題
で
す
。

○
下
蚊
屋
分
校
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
（
相
手
方
－
㈱
奥
村
組
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）

九
月
町
議
会
定
例
会

九
月
二
十
二
日
～
三
十
日

○
子
供
の
国
保
育
園
増
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
（
相
手
方
－

㈱
谷
口
組
）

〇
二
線
町
道
久
遠
洲
河
崎
線
道

路
改
良
舗
装
工
事
（
相
手
方
－

㈲
浜
本
組
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
米
沢
財
産

区
特
別
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
神
奈
川
財

産
区
特
別
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
江
尾
財
産

区
特
別
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
決

算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
老
人
居
室

整
備
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
障
害
者
住

宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
特
別
会

計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
奥
大
山
国

民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
事

業
会
計
決
算
認
定

○
昭
和
六
十
一
年
度
索
道
運
営

事
業
会
計
決
算
認
定

○
水
防
協
議
会
に
関
す
る
条
例

の
制
定

○
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
養

育
年
手
当
金
等
支
給
条
例
の
一

部
改
正

○
鳥
取
県
造
林
公
社
と
分
収
契

約
締
結

○
江
府
町
過
疎
地
域
振
興
計
画

の
変
更

○
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
神
奈
川
財

産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

○
教
育
委
員
の
任
命

町
長
日
誌

7

　

月

l
日
水

2
日
・
不

6
日
月

7
日
㈹

8
日
水

9
R
H
I
不

1
0
日
働

日
日
…
・

1
3
日
㈲

1
4
日
㈹

尾
上
原
行
政
座
談
会

青
少
年
町
民
会
議
総
会
、

江
尾
財
産
区
会
、
江
尾

十
七
夜
部
内
検
討
会

解
放
行
政
確
立
集
会
並

び
に
糾
弾
集
会

町
職
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

池
の
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
開
所
式
、
西
部
地
区

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、

町
内
弔
問

町
議
会
臨
時
会
、
俣
野

地
区
役
員
来
庁

県
市
町
村
行
政
懇
談
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
評
議

員
会

会
計
検
査
（
農
林
関
係
）

町
遺
族
会
総
会
、
道
路

公
団
所
長
来
庁

日
野
郡
社
会
教
育
協
議

会
総
会
、
西
部
町
村
会

剣
道
旗
交
付
式

町
交
通
安
全
母
の
会
総

会
、
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
会
・
評
議
員
全

町
母
子
会
総
会
、
根
雨

高
校
体
育
後
援
会
顧
問

会
譲
、
柿
原
部
落
役
員

来
庁

Soumu
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こ
の
課
題
を
早
急
に
解
決
す
る

た
め
の
一
つ
と
し
て
部
落
解
放
月

間
を
設
け
、
各
種
の
啓
発
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

民
　
生

第
一
回
の
国
保
運
営
委
員
会
が

九
月
四
日
、
土
井
之
内
会
館
で
開

か
れ
、
昭
和
六
十
一
年
度
国
保
会

計
決
算
、
昭
和
六
十
二
年
度
国
保

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
運
営
委
員
の

改
選
が
あ
り
会
長
に
中
村
美
佐
雄

㍉
、
会
長
代
理
に
川
上
卓
雄
㌦
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

笠
良
原
地
区
の
私
設
水
道
の
水

源
地
（
東
山
河
川
）
が
埋
没
し
た

た
め
、
復
元
措
置
ま
で
の
間
八
月

十
二
日
か
ら
九
日
十
六
日
ま
で
各

世
帯
へ
緊
急
飲
用
水
の
供
給
を
行

い
ま
し
た
。

企
　
画
　
開
発

通
勤
、
通
学
を
ど
地
域
集
落
の

生
活
路
線
と
し
て
の
強
い
要
望
が

あ
り
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
を
機
会
に

日
ノ
丸
自
動
車
に
対
し
、
江
尾
～
尾

上
原
間
四
博
の
内
朝
夕
三
便
の
畑

田
ま
で
の
延
長
運
転
と
農
協
前
バ

ス
停
新
設
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
の
過
疎
化
条
件
の
助

長
に
つ
を
が
る
状
況
に
対
し
て
は

雉
色
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
尾
上

原
～
畑
ケ
田
間
を
特
別
契
約
と
す

る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
内

生
活
路
線
と
し
て
の
バ
ス
運
行
維

持
対
策
に
つ
い
て
意
を
注
ぐ
所
存

で
あ
り
ま
す
。

農
　
林

八
月
三
十
一
日
、
第
四
回
日
野

郡
農
業
委
員
研
修
交
流
会
が
開
か

れ
七
十
名
が
参
加
し
て
、
江
府
町

内
を
視
察
し
た
後
甘
酒
茶
屋
で
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の

二
日
間
、
全
国
ま
ち
と
む
ら
の
交

流
大
会
が
東
京
都
代
々
木
公
園
を

会
場
に
開
か
れ
、
本
町
も
鳥
取
県

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

建
　
設

中
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進

期
成
会
総
会
が
、
八
月
十
九
日
、

米
子
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

中
国
横
断
自
動
車
道
は
、
米
子

か
ら
川
上
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
二
七

・
四
㍍
の
内
、
佐
川
の
江
府
イ
ン

タ
ー
ま
で
既
に
着
工
清
で
す
が
、

小
江
尾
か
ら
三
平
ト
ン
ネ
ル
経
由

川
上
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
問
が
年
内

に
着
工
さ
れ
、
早
期
完
成
さ
れ
る

よ
う
促
進
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

教
　
育

各
小
学
校
区
の
町
民
運
動
会
が

九
月
十
三
日
、
俣
野
地
区
、
江
尾

地
区
で
、
九
月
十
五
日
、
米
沢
地

区
で
開
催
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
を

過
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日
ま

で
町
壮
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
十
チ
ー
ム
、

優
勝
は
佐
川
チ
ー
ム
で
し
た
。

ま
た
、
八
月
三
十
日
～
九
月
六

日
ま
で
行
わ
れ
た
町
民
野
球
大
会

教
育
委
員
に

佐
伯
晴
代
さ
ん
再
任

－ギ．i七三でここ

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
在

る
教
育
委
員
に
、
佐
伯
晴
代
さ
ん

（
江
尾
）
が
、
全
員
一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
昭
和
六
十

二
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
六

年
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

▲工事の進む中国横晰自動車道江府インターチェンジ

は
三
十
チ
ー
ム
が
参

加
、
美
用
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
四
月
か
ら
は

じ
ま
っ
た
移
動
図
書

館
が
、
九
月
は
二
日
、

九
日
、
十
六
日
の
三

日
間
、
江
府
町
内
を

巡
回
し
ま
し
た
。

1
5
日
㈹

1
6
日
㈲

1
7
日
働

1
8
日
用

1
9
日
㈲

2
0
日
㈲

2
1
日
㈹

W
J
〓
‥

2
7
日
㈲

2
8
日
㈹

2
9
日
u
q

3
0
日
㈱

3
1
日
働

在
　
勤

役
場
O
B
会

造
園
同
期
生
会
総
会

川
筋
水
道
組
合
総
会

郡
民
体
育
大
会
、
交
通

安
全
マ
マ
さ
ん
自
転
車

溝
口
地
区
大
会

町
観
光
協
会
総
会

山
陰
少
年
軟
式
庭
球
選

手
権
大
会
（
小
学
生
の

部
）
、
農
業
委
員
辞
令

交
付
、
江
尾
十
七
夜
部

内
会
議
、
中
国
電
力
㈱

役
員
来
庁

在
　
勤

し
ゅ
う
と
め
会
運
動
会

職
員
共
済
職
場
懇
談
会

山
陰
少
年
軟
式
庭
球
選

手
権
大
会
（
中
学
生
の

部
）
、
江
尾
地
区
役
員

来
庁

在
　
勤
、
郡
剣
道
役
員

来
庁

江
尾
地
区
会
議
、
山
陰

中
央
新
報
社
取
材
来
庁

在
　
勤
、
江
尾
十
七
夜

会
議
、
毎
日
新
聞
社
取

材
来
庁

町
畜
産
品
評
会
、
町
森

林
組
合
役
員
会

江
尾
十
七
夜
実
行
委
員

会水
田
農
業
確
立
対
策
講

演
会
、
支
援
事
業
検
討

会
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▲60、61年度で実施された婦人和牛の村づくり事業

昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計

特
別
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

九
月
町
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
二
二
億

五
、
〇
九
〇
万
二
千
円
、
歳
出
は

一
九
億
九
、
八
八
一
万
三
千
円
と

在
り
一
億
五
、
二
〇
八
万
九
千
円

が
六
十
二
年
度
へ
の
繰
越
金
と
在

り
ま
し
た
。
特
別
会
計
、
企
業
会

計
の
決
算
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。

（
歳
　
入
）

六
十
年
度
に
比
べ
四
、
一
七
六

万
五
千
円
の
滅
で
す
が
、
全
般
的

に
は
構
成
比
と
も
全
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。

気
に
在
る
の
が
私
た
ち
の
ふ
と

こ
ろ
か
ら
出
た
町
税
で
す
が
、
総

額
は
、
四
億
三
、
七
〇
五
万
四
千

円
、
内
訳
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
　
民
　
税

一
億
二
、
〇
九
一
万
二
千
円
（
二
七
・
七
％
）

固
定
資
産
税

二
億
七
、
八
八
九
万
八
千
円
（
六
手
八
％
）

軽
自
動
車
税六

二
一
万
六
千
円
二
・
四
％
）

た
ば
こ
消
費
税

「
宍
七
万
六
千
円
（
四
二
％
）

電
　
気
　
税

コ
一
四
七
万
七
千
円
（
二
人
％
）

（単位千円）
入　　343，402

＼歳出　　305，244

事　業（霊会　…喜：…三三

保　険（慧
康

　

道

健

　

水

民

　

易

沢　財　産　区（霊会　……：…芸芸

区（慧孟　壬：芸；喜

（霊孟　　……岩

国

　

簡

　

米

産財奈中土
「

区産財尾江

住宅新築資金等貸付事業（霊合　三言：…≡去
歳入　　　8，812
歳出　　　8，566
歳入　　　3，741
歳出　　　3，381

老人居室整備資金貸付事業（

障害者住宅整備資金貸付事業（

老　人　保　健（霊会　…三三：23；

◇企業会計の決算◇　（単位千円）
歳入　134，498
歳出　131，904国民宿舎山荘融酉茶屋事業（

索　道　事　業（霊会　……：喜……

◇
特
別
会
計
の
決
算
◇

木
材
引
取
税云

万
四
千
円
（
≡
％
）

特
別
土
地
保
有
税

四
〇
万
一
千
円
（
〇
・
一
％
）

町
税
を
一
世
帯
当
り
に
す
る
と

三
五
万
三
、
〇
三
二
円
、
一
人
当

り
に
す
る
と
九
万
六
三
七
円
支
払

っ
た
計
算
に
な
り
ま
す
が
、
町
税

六
三
・
八
霊
を
占
め
る
固
定
資
産

税
に
は
、
中
国
電
力
か
ら
支
払
わ

れ
た
固
定
資
産
税
一
億
九
、
八
二

七
万
一
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
歳
　
出
）

前
年
度
に
比
べ
一
億
八
二
万
三

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公

債
費
が
一
八
・
七
霊
で
ト
ッ
プ
、

次
い
で
農
林
水
産
業
費
、
総
務
費

と
続
い
て
い
ま
す
。
公
債
費
は
、

今
ま
で
実
施
し
た
各
種
事
業
の
借

入
金
の
返
さ
い
の
た
め
支
払
わ
れ

る
も
の
で
い
か
に
多
く
の
事
業
を

実
施
し
た
か
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
の
主
を
も
の
は
、

ほ
場
整
備
、
水
路
・
農
道
・
林
道

整
備
な
ど
が
中
心
で
す
が
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
業
振
興
対
策
と
し

て
、
転
作
補
助
、
農
村
婦
人
和
牛

の
村
づ
く
り
事
業
、
町
有
財
産
造

成
な
ど
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま

町
長
日
誌

8

　

月

l
□
］
・
「

3
日
R
〔

4
日
・
火

5
ロ
ー
・
那

6
日
木

〓
＝
・
、

12
日
㈹

1
3
日
㈹

日
日
・
で

1
5
日
州

1
6
日
㈲

1
7
日
㈲

1
8
日
㈹

町
婦
人
大
会

町
農
業
委
員
会
、
米
沢

財
産
区
全

県
域
開
発
促
進
協
議
会

総
会

下
蚊
屋
分
校
入
札
、
音

楽
堂
現
地
協
議
、
小
学

校
庭
球
全
国
大
会
帰
庁

報
告

遺
族
会
婦
人
部
総
会

社
会
福
祉
協
議
会
検
討

会例
月
監
査

在
　
勤

町
議
会
臨
時
会
、
建
設

課
事
業
関
係
人
札
、
中

学
校
長
来
庁

西
部
町
村
会

在
　
勤
、
中
国
電
力
立

地
環
境
室
長
来
庁

在
　
勤

在
　
勤

在
　
勤

江
尾
十
七
夜
前
夜
祭
、

俣
野
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会

江
尾
十
七
夜

六
十
三
年
度
土
木
公
共

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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す
。私

た
ち
が
町
に
納
め
る
税
金
は

国
・
県
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
が

加
わ
っ
て
生
活
環
境
整
備
や
各
種

事
業
と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
が
、

私
た
ち
の
生
活
に
直
接
関
係
あ
る

普
通
建
設
事
業
費
は
六
億
五
、
五

九
八
万
四
千
円
、
一
世
帯
当
り
に

す
る
と
五
二
万
九
、
八
七
三
円
、

一
人
当
り
一
三
万
六
、
〇
三
九
円

使
わ
れ
た
こ
と
に
在
り
ま
す
。

国
の
行
財
政
改
革
へ
の
対
応
と
、

昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ

て
、
予
算
の
適
正
を
執
行
と
健
全

な
る
財
政
運
営
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

財

◇
歳
出
の
内
訳

江　　府

（）は構成費

会　費　　　57，371千円（2．9％）

務　費　　　339，344千円（17．0％）

5
　
　
議
拭

総務管理費　287，359

徴　税　　費　　28，443

戸籍住民登録費　13，098

選　　挙　　費　　9，792

調査費　　　250
委員費　　　402

費　　159，813千円（8．0％）

福祉費　102，668
福祉費　57，145

費　　111，682千円（5．6％）

40，269

65，335

6，078

費
費
費

生衛
掃

計
査
生
全
量
生
健

民

社
児
　
　
保
清

衡

上　水　道

労　働　費　　　1，948千円（0．1％）

農林水産業費　　　367，474千円（18．4％）

農　業　　費　272，923
林　業　　費　94，551

商　工　費　　　48，630千円（2．4％）

222，021千円（11．1％）
221，992

29

58，435千円（2．9％）

153，093千円（7．6％）

37，582

38，594

16，870

26，422

33，625

費
費
　
　
　
費
費
費
費
費

費
梁
　
費
費
務

橋
宅
　
　
　
総

木
路
　
　
防
育
育

学　校

学　校

道
住

教
小
中

社会教育
保健体育

土

消
教

災害復旧費　　　　7，175千円（0．4％）

公　債　費　　　370，894千円（18．6％）

諸支　出金　　100，933千円（5．0％）

普通財産取得費　　64，714
基　　金　　費　　36，219

1，998，813千円計

事
業
要
望
会
、
人
権
擁

護
委
員
任
命
式
、
笠
良

原
地
区
水
道
協
議
、
江

府
中
学
校
庭
球
全
国
大

会
出
場
挨
拶

19
日
㈱
中
国
横
断
自
動
車
道
建

設
促
進
期
成
会
総
会
、

理
事
会
、
健
康
づ
く
り

県
民
の
つ
ど
い

2
0
日
㈲
在
勤
、
西
部
町
村
議

会
研
修
会

2
1
日
㈲
在
勤

2
2
日
用
西
ノ
島
交
流
テ
ニ
ス
大

会2
3
日
㈲
マ
マ
さ
ん
自
転
車
県
大

会
（
東
伯
町
）

2
4
日
㈲
日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
臨

時
会

2
5
日
㈹
町
道
助
沢
線
改
良
一
期

工
事
完
成
式

2
6
日
㈱
在
勤

2
7
日
㈱
在
勤
、
下
蚊
屋
ダ
ム

関
係
会
議
、
壮
年
野
球

開
会
式

2
8
日
働
日
野
郡
議
会
議
員
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

2
9
日
Ⅲ
町
職
員
球
技
大
会
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
郡
予
選

会
、
商
工
会
わ
く
わ
く
会

3
0
日
㈱
町
民
野
球
大
会
、
郡
婦

人
大
会

3
1
日
㈲
郡
農
業
委
員
会
研
修
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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文
明
年
間
、
江
美
城
主
蜂
塚
安

房
守
創
始
と
伝
え
ら
れ
、
五
百
年

の
伝
統
を
も
つ
江
尾
十
七
夜
が
今

年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
不
順
で
諸
行
事
の

途
中
雨
に
在
り
ま
し
た
が
、
南
谷

川
の
人
工
滝
、
江
美
城
跡
に
伝
説

の
白
尾
き
つ
ね
と
満
月
、
船
谷
川

に
は
精
霊
流
し
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
ど
新
し
い
趣
向
も
加
っ
て

祭
り
を
盛
り
あ
げ
、
約
一
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲丁シャッ

▲伝統の舌代地踊り

▲町内をねり歩く時代行列（前夜祭）
＿．．＿　＿＿」芦二■「・ニー’、三一丁－　－「＝＿±±■こJL．■■　＿　－▼

▲伝説のこ白尾きつねこを再現

▲時の話題を題材とした

江
尾
十
七
夜

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
丁
ン
ヤ
ツ

好
　
評

町
の
伝
統
行
事
江
尾
十
七
夜
の

記
念
に
と
、
町
観
光
協
会
で
は
、

十
七
夜
ポ
ス
タ
ー
を
図
柄
に
し
た

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
五
〇
〇
枚
を
販

売
、
ま
た
、
商
工
会
青
年
部
も
こ

の
行
事
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
T
シ

ャ
ツ
を
作
成
、
ど
ち
ら
も
あ
っ
と

い
う
間
に
売
り
切
れ
、
ご
要
望
に

添
え
を
い
程
大
好
評
で
し
た
。

十
七
夜
に
は
町
外
か
ら
訪
れ
る

人
も
多
く
、
観
光
協
会
、
商
工
会

青
年
部
で
は
、

〃
‥
来
年
は
も
っ
と
部
数
を
増
や
し

み
や
げ
品
と
し
て
販
売
し
た
い
〃
‥

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

▲テレホンカード

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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子
供
の
国
保
育
園

親
子
で
フ
ー
ル
遊
び

．
ヽ

d
▲お父さんやお母さんも一緒に

9月1日、子供の国保育滴では、プール参観を行い、

江府町運動公園水泳プールで親子でプール遊びを楽し

みました。

プール開き以来、顔つけからはじめ水に慣れてきま

したが、9月に入るとそろそろプールも終り、思い切

り泳いでみようと町民水泳プールに挑戦です。平素家

庭サービスといえば外に連れだすのがほとんど。たま

にはお父さんやお母さんにも一緒に泳いでもらおうと

計画したもので、もうチョッピリ肌寒い水の中も何の

その、子供たちは元気いっぱい何度もプールに飛びこ

んでいました。リレーやゲームもあり、とっても楽し

いプール参観になったようです。

⑳

奥
大
山

即
　
チ
ロ
ル
の

奥
　
里
だ
よ
り

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と
は
社
会
資

本
整
備
の
緊
急
性
、
事
業
の
効
率

化
や
民
間
資
金
の
活
用
と
い
う
技

術
的
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
官

民
協
調
の
事
業
方
式
の
総
括
概
念

で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
立
さ
れ
た

定
義
は
を
く
、
使
う
人
に
よ
っ
て

意
味
に
若
干
差
異
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
般
に
は
国
や
地
方
公

共
団
体
等
の
公
共
部
門
（
第
二
セ

ク
タ
ー
）
　
と
民
間
部
門
（
第
二
セ

ク
タ
ー
）
　
と
が
共
同
で
出
資
し
た

事
業
の
経
営
形
態
を
第
三
セ
ク
タ

ー
と
い
っ
て
い
ま
す
。

硬式テニスで

爽やかな汗

山
陰
路
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
（

パ
ー
ト
Ⅱ
）
が
始
ま
り
、
江
府
町

で
も
江
尾
十
七
夜
に
続
い
て
、
九

月
六
日
、
江
府
町
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
レ
デ
ィ
ー
ス
テ

ニ
ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大

会
は
、
雨
で
中
止
に
在
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

▲華やかなプレーが展開

米
子
市
を
中
心
に
二
十
七
名
が
参

加
、
ダ
ブ
ル
ス
九
組
、
シ
ン
グ
ル

ス
九
組
が
女
性
だ
け
の
華
や
か
を

プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

試
合
は
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ

ル
ス
と
も
、
A
・
B
ゾ
ー
ン
の
リ

ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
各
ゾ
ー
ン
の

一
位
同
志
で
優
勝
を
競
い
ま
す
。

入
賞
者
に
は
、
メ
タ
ル
、
賞
状

の
ほ
か
江
府
町
の
特
産
品
の
高
原

み
そ
、
ま
た
、
参
加
賞
と
し
て
大

根
と
う
ど
よ
う
か
ん
が
全
員
に
贈

ら
れ
大
変
よ
ろ
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（
ダ
ブ
ル
ス
）

一
位
　
下
村
雅
子
、
長
谷
川
く

み
こ
組
（
米
子
市
）

二
位
　
池
上
淑
子
、
友
瀧
康
子

組
（
米
子
市
）

三
位
　
井
上
紀
恵
、
先
灘
淑
江

組
（
米
子
市
）
、
比
田

由
美
子
、
小
林
美
春
組

（
米
子
市
）

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

一
位
　
武
良
澄
枝
（
米
子
市
）

二
位
　
藤
本
敬
子
（
米
子
市
）

三
位
　
末
次
美
子
（
米
子
市
）

花
倉
由
紀
（
岸
本
町
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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マ
マ
さ
ん
自
転
車
県
大
会

〉米沢小PTA
保育園保護
者会チーム

堂
々
入
賞

交
通
安
全
マ
マ
さ
ん
自
転
車
鳥

取
県
大
会
が
八
月
二
十
三
日
、
東

伯
町
の
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
、

江
府
町
か
ら
米
沢
小
学
校
P
T
A

と
子
供
の
国
保
育
園
保
護
者
会
チ

ー
ム
が
出
場
、
自
転
車
の
正
し
い

江

▲入賞した米沢小学校PTA、子供の国保育園保護者会のみなさん

乗
り
方
の
実
技
と
学
科
を
競
い
ま

し
た
。

米
沢
小
学
校
P
T
A
、
子
供
の

国
保
育
園
保
護
者
会
チ
ー
ム
は
、

七
月
十
九
日
、
岸
本
町
で
開
か
れ

た
溝
口
署
管
内
大
会
の
代
表
と
し

て
出
場
し
た
も
の
で
、
県
大
会
を

め
ざ
し
て
約
一
ケ
月
、
安
全
確
認

走
行
、
規
則
を
ど
に
つ
い
て
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
成
績
は
、
県
下
の
代

表
十
六
チ
ー
ム
中
、
団
体
が
五
位

と
六
位
、
個
人
で
は
田
本
善
子
㍉

（
米
沢
小
学
校
P
T
A
）
が
三
位

上
原
圭
子
㍉
（
子
供
の
国
保
育
隣

保
讃
老
会
）
が
九
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

大
会
の
出
場
者
全
員
に
自
転
車

指
導
員
の
認
定
証
が
お
く
ら
れ
ま

し
た
が
、
選
手
の
み
な
さ
ん
に
は

指
導
者
と
し
て
今
後
、
学
校
、
地

域
で
交
通
安
全
に
貴
重
を
体
験
を

生
か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

出
場
選
手
（
米
沢
小
学
校
P
T

A
）
引
卒
老
・
末
次
時
和
ま
栗
尾
）

選
手
・
末
次
由
枝
㍉
（
栗
尾
）
、
田

本
善
子
史
杉
谷
）
、
森
田
伸
子
㍉

（
貝
田
）
、
森
田
里
美
㍉
（
貝
田
）
、

（
子
供
の
国
保
育
園
保
護
者
会
）

引
卒
者
・
森
田
美
代
子
㌔
（
貝
田
）
、

選
手
・
川
上
優
美
子
ま
御
机
）
、

上
原
圭
子
㍉
（
本
一
）
、
森
田
明
美
㌔

（
貝
田
）
、
井
口
さ
き
子
ま
実
用
）

▼保健婦からひとこと▼

豊
か
な
老
後
を

め
ざ
し
て

総
務
庁
が
発
表
し
た
高
齢
者
統

計
に
よ
る
と
敬
老
の
日
の
十
五
日

現
在
わ
が
国
の
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
（
推
計
）
は
昨
年
同
期

よ
り
四
十
六
万
人
多
い
一
、
三
三

一
万
人
（
男
約
五
三
六
万
人
、
女

約
七
九
四
万
人
）
　
で
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
一
〇
・
九
％
に
達
し

人
口
、
割
合
と
も
に
調
査
開
始
以

来
最
高
を
記
録
す
る
。
江
府
町
で

は
六
十
五
歳
以
上
人
口
は
九
八
五

人
（
男
三
九
二
人
、
女
五
九
三
人
）

総
人
口
の
二
〇
・
五
％
と
高
値
を

し
め
し
て
い
る
。

平
均
寿
命
が
延
び
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
病
気
の
老

人
の
増
加
は
出
来
る
だ
け
防
ぎ
た

い
も
の
で
す
。
健
康
で
豊
か
を
老

後
を
送
る
た
め
に
は
各
人
の
心
身

両
面
か
ら
の
健
康
管
理
が
な
に
よ

り
大
切
で
す
。

～
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
1
0
か
集
～

①
よ
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
‥
睡
眠

が
十
分
と
れ
る
よ
う
に
寝
室
の

環
境
条
件
改
良
、
就
寝
前
の
く

つ
ろ
ぎ
に
気
を
く
ぼ
り
ま
し
ょ

エ
ノ
○

②
よ
い
家
庭
を
作
る
こ
と
‥
を
ご

や
か
に
く
つ
ろ
げ
る
家
庭
の
ふ

ん
囲
気
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う

③
よ
い
お
酒
を
飲
む
こ
と
‥
楽
し

い
お
酒
を
お
い
し
い
と
思
い
を

が
ら
適
量
を
飲
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
風
呂

に
入
る
こ
と
。

⑤
話
し
相
手
を
も
つ
こ
と
‥
自
分

を
さ
ら
け
だ
し
て
不
平
・
不
満

ぐ
ち
を
こ
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る

話
し
相
手
は
大
切
で
す
。

⑥
食
事
に
気
を
配
る
こ
と
。

⑦
気
分
転
換
を
上
手
に
す
る
こ
と

専
念
投
入
し
て
い
た
こ
と
を
必

要
に
応
じ
て
完
全
に
忘
れ
、
次

の
こ
と
に
集
中
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

⑧
多
彩
で
奥
の
深
い
趣
味
を
も
っ

こ
と
‥
楽
し
い
計
画
か
や
り
た

い
こ
と
が
次
々
あ
る
よ
う
で
を

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

⑨
運
動
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
‥
毎
日
か
ら
だ
を
動
か
し

汗
を
流
す
時
間
が
わ
ず
か
で
も

あ
る
よ
う
に
。

⑲
好
奇
心
を
失
わ
を
い
こ
と
‥
を

ん
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。
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長寿を祝って

各地で敬老会

長
寿
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
お
年

寄
り
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
長
寿
を
お

祝
い
し
ょ
う
と
、
九
月
十
五
日
の

敬
老
の
日
に
各
地
区
で
敬
老
会
が

行
わ
れ
お
年
寄
り
た
ち
は
会
食
や

演
芸
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

町
で
は
、
毎
年
数
え
年
七
十
歳

以
上
の
お
年
寄
り
に
敬
老
記
念
品

を
贈
り
長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
も
七
五
五
人
に
記
念

品
と
し
て
シ
ョ
ー
ル
を
贈
り
ま
し

た
。

白
寿
、
米
寿
の
み
な
さ
ん
に

郵
政
大
臣
か
ら
記
念
品

郵
政
省
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
事
業
へ
の

協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
長
寿

を
祝
い
、
社
会
的
に
お
年
寄
り
を

大
切
に
す
る
気
風
を
育
て
よ
う
と

毎
年
、
白
寿
（
九
十
九
歳
）
、
米

寿
（
八
十
八
歳
）
を
迎
え
た
方
々

に
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
九
月
十
五
日
の
　
「
敬
老

の
日
」
、
江
尾
郵
便
局
を
通
じ
て

白
寿
一
人
、
米
寿
十
三
人
の
み
を

さ
ん
に
郵
政
大
臣
の
お
祝
い
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

江　　府

▲敬老会で演芸を楽しむお年より

芦立　豊－も
（本　田）

岡田　あきも
（本　五）

〈米　寿〉

井上　柳治も
（荒一田）

加藤　兵重も
（池ノ内）

桑原　槌男乳
（大河原）

長岡ふくよも
（宮　市）

宮尾富貴代も
（新　二）

女
も

′
∵

品
腫

n
U

力

∵
㌧
・
‥

加藤むめよも
（柿　原）

清水　貞女も
（本　四）

川上　義子も
（助　沢）

Soumu
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江　　府　　町　　報－昭和62年10月5日発行－（ld）

諾相談員さんです、よろしく．′

精神薄弱者相談員　　身体障害者相談員

（町心身障害児（者）父母の会会長）（町身体障害者福祉協会長）

新一　白石　正光も　新一　西舌三千雄鳥

※みをさんの話し相手として何でも気軽に

ご相談下さい。

会長きん
江府町老人クラブ連合会長

加藤久人も（武庫）

い
つ
の
間
に
か
私
も
江
府
町
の

長
寿
番
付
の
一
番
下
の
方
に
の
る

よ
う
な
齢
に
な
り
ま
し
た
。

近
代
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
健

康
で
長
生
き
で
き
る
こ
と
は
人
生

最
大
の
幸
せ
で
す
。

高
齢
化
が
進
む
反
面
、
医
療
∵

福
祉
等
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
私
達
高
齢
者
は
地
域
の
み

な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
を
い
よ

う
に
十
分
心
し
て
生
晴
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
少
し

で
も
社
会
に
役
立
つ
よ
う
心
が
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三真三全

＼㌦、～】山〆ノノ

任
意
加
入
も
で
き
ま
す

第210号

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
六
十
歳
ま
で
の
期

間
の
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
六
十
歳
ま
で
に

①
保
険
料
の
未
納
期
間
や
免
除
期

間
が
あ
る
人

②
海
外
に
住
ん
で
い
た
人

③
任
意
加
入
の
対
象
期
間
の
う
ち

加
入
し
を
か
っ
た
期
間
が
あ
る

人

を
ど
の
人
は
、
満
額
の
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
満
額
に
近
い
年
金
を

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
あ
る
の

が
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
加
入

で
き
る
任
意
加
入
の
途
で
す
。

ま
た
、
未
納
期
間
が
あ
る
た
め

に
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
人
も
、
不
足
す
る
期
間
が
五
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
任
意
加
入
し
て

受
給
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
。

た
だ
し
、
加
入
可
能
月
数
と
保

険
料
納
付
済
期
間
が
同
じ
場
合
は

任
意
加
入
し
て
も
年
金
額
は
増
額

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
く
確
か

め
て
か
ら
加
入
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
を
お
、
次
の
人
も
任
意
加

入
で
き
ま
す
。

〇
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
学

生
○
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て

い
る
六
十
歳
未
満
の
人

〇
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

年
金
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

役
場
民
生
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
＝一亡＝ン■亡＝ン亡＝＝一亡＝ニー亡＝＝一三＝ン‘亡＝ン亡＝ン亡＝ン亡＝叩間＝こ．亡＝＝i．亡＝i．亡＝i．亡

人の動き

7月届け

岡
本
　
邦
昭

川
上
　
英
子

京
都
府
竹
野
郡

美
用

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

御
　
机
　
中
田
順
子
　
　
智

新
　
道
　
田
枝
里
絵
　
定
良

小
江
尾
　
篠
田
祐
希
　
覚

下
安
井
　
徳
同
　
書
　
　
健

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

長　長　三　長
男　男　女　女

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

美
用
　
下
尾
　
純
一
5
4
歳
　
拓
広
宅

武
庫
　
宇
田
川
繁
寿
7
6
歳
順
子
宅

膚
あ
絹
持
し
た
一

7
月
中
寄
託
分

川
上
　
悦
男

赤
井
多
紀
子

佐
伯
　
彰
夫

今
村
　
志
保

奥
田
　
雄
祐

茂
野
真
由
美

宮
本
　
誠
司

吉
岡
　
智
子

深
田
　
幸
生

内
田
　
　
円

）））））

鮎
あ
け
禦

藤
原
　
正
樹

若
林
　
優
子

神
崎
　
美
人

遠
藤
　
晴
美

実
用

日
野
郡
日
野
町
か
ら

江
尾

鹿
児
島
県
日
置
郡
か
ら

柿
原

島
根
県
松
江
市
か
ら

下
安
井

島
根
県
安
来
市
か
ら

江
尾

大
阪
府
枚
方
市
か
ら

佐
賀
県
鳥
栖
市

武
庫
か
ら

貝
田

日
野
郡
日
野
町
か
ら

米
子
市

貝
田
か
ら

■
香
典
返
し
と
し
て

武
　
庫
　
宇
田
川
順
子
殿

（
義
父
繁
寿
様
ご
逝
去
）

実
　
用
　
下
尾
　
拓
広
殿

（
父
純
一
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

新
　
二
　
大
岩
　
卓
也
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
新
見
　
詮
道
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
詰
　
山
中
　
藤
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
小
笠
原
定
義
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
田
渕
　
丹
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
清
水
ま
す
よ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

◎
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昭和62年10月5日発行－第210号

％①
㊤
○

警㊥

＊
来
春
歌
会
始
の
お
題

は
「
車
」

報町

昭
和
六
十
三
年
の
歌
会
始
め
の

お
題
が
宮
内
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

詠
進
歌
は
、
自
作
未
発
表
の
も

府
　
の
一
人
一
首
、
二
つ
折
り
し
た
半

紙
（
習
字
用
）
　
に
毛
筆
で
右
半
面

に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及

び
職
業
を
書
い
て
十
月
十
二
日
ま

で
に
、
「
東
京
都
千
代
田
区
千
代

田
一
番
一
号
　
宮
内
庁
」
あ
て
封

筒
に
　
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

下
さ
い
。

＊
昭
和
六
十
二
年
度
海
外

農
業
拓
植
研
修
生

募
集

㈲
資
　
格

〇
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

農
業
高
校
卒
業
以
上
の
老

○
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
六
ケ

月
以
上
の
農
業
経
験
を
有
す
る
者

ま
た
は
、
二
年
以
上
の
農
業
経
験

の
あ
る
者

㈲
募
集
人
員
　
五
人

㈲
期
　
間

昭
和
六
十
三
年
三
月
下
旬
か
ら

昭
和
六
十
四
年
三
月
下
旬
ま
で
の

一
年
間

㈲
研
　
修

○
渡
航
前
研
修

昭
和
六
十
三
年
一
月
下
旬

○
現
地
研
修
　
ブ
ラ
ジ
ル

1
甘
浦
川
〓

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日

江

＊囲民年金趣味と健康講座

11月の撰民年金制度推進月間行事と

して、次のとおり国民年金趣味と健康

講座が開かれます。希望される方は、

役場国民年金係まで申し込んで下さい。

日時　（第1班）11月11日～12日

（第2班）11月12日～13日

※各班とも第1日は13時から、第2日

は11時30分まで

場所　国民年金保養センターいをばじ

（鳥取市松原343

℡0857－57－0224）

募集定員

各班とも75名

参加費用

1人当り5，500円

申し込み期限

10月20日まで

職
員
の
異
動

（
新
採
用
）

八
七
月
一
日
付
）

商
工
観
光
課
商

柿
　
原
　
加
藤
　
和
知
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
砂
原
　
清
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
長
尾
　
貴
慶
殿

長
尾
千
代
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
　
大
二
殿

篠
田
　
茂
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
神
庭
　
　
栄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）
、

佐
　
川
　
上
口
　
磯
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

□
特
別
寄
附

武
　
庫
　
加
藤
　
久
人
殿

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

吉　　佐

徳
岡
利
樹

（
餌

川
上
良
文
（

観
光
係
兼
奥
大

国
民
宿
舎
甘
酒

屋

〃

川
上
　
豊
（
農
林
課
振
興
係
）

へ
八
月
一
日
付
）

梅
林
茂
樹
（
建
設
課
建
設
係
）

影
山
久
志
（
粕
欄
相
補
財
係
）

梅
林
明
宏
（
教
育
委
員
会
出
向
）

川
　
清
水
　
圭
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

原
　
新
見
富
貴
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

▽
国
保
健
康
ク
イ
ズ

1
、
六
月
末
累
計
額

三
、
〇
八
三
、

2
、
七
月
中
寄
附
額

二
九
〇
、

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
　
三
〇
、

退
院
内
祝
　
二
l
 
O
、

そ
の
他
　
　
　
五
〇
、

3
、
支
出
額

な
し

4
、
七
月
山
木
累
計

三
、
三
七
三
、

三
六
三
円

0
0
0
円

0
0
0
円

〇
〇
〇
円

0
0
0
円

三
六
三
円

㊥
魚
の
血
合
い
肉
は
食
べ
な
い

①
ほ
う
が
よ
い
？

同
㈲
］
蘭
回

（
答
は
次
ペ
ー
ジ
）

緑
茶
色
野
菜
を
食
べ
れ
ば
、

②
が
ん
に
な
り
に
く
い
？

［
聞
且
甘
旦

′株、東京法規出版発行こ健康蓬きクイズこより
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人の動き

8月届け

［
〕
」
結
婚
を
祝
し
ま
す

山
根
直
美

山
中
和
子

江
尾
か
ら

俣
野

●
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本荒御貝

五田机田

報町府江

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

武
　
庫
　
加
藤
知
宏
　
健
二
長
男

久
　
連
　
田
仲
大
地
　
和
也
長
男

新
一
山
本
知
世
　
雄
三
長
女

御
　
机
　
高
津
直
明
　
孝
司
長
男

本
　
五
　
川
端
珠
美
一
美
長
女

洲
河
崎
　
三
好
瑠
美
　
津
祐
二
女

本
　
五
　
山
内
光
信
　
邦
男
三
男

日
の
詰

森
田
ま
つ
よ
7
2
歳
正
男
宅

岡
本
信
治
8
0
歳
知
寡
夫
宅

吉
村
ト
ミ
ヨ
6
0
歳
一
男
宅

川
端
き
く
7
1
歳
香
苗
宅

福
岡
岩
佳
6
8
歳
と
し
こ
宅

小
あ
川
措

－
　
ご
ざ
い
ま
し

八
月
中
寄
託
分 P

し
た
m

御
　
机
　
川
上
　
　
馨
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
小
倉
　
正
刑
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
海
水
　
晃
浩
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新

一

足

立

一

夫

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
の
上
　
細
田
　
清
正
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
　
富
田
　
光
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
0
月
1
8
日
は

「
統
計
の
日
」
で
す

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
羅
針
盤
の

よ
う
を
道
し
る
べ
の
役
目
を
し
て

く
れ
る
の
が
統
計
で
す
。
例
え

ば
人
口
も
、
年
齢
構
造
も
住
宅

の
実
態
も
分
か
ら
を
か
っ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
小
学
校
が
い
く

つ
必
要
な
の
か
、
住
宅
に
囲
っ
て

い
る
世
帯
が
ど
の
く
ら
い
か
、
住

民
の
暮
ら
し
は
ど
う
か
、
さ
っ
ぱ

り
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
れ

ら
の
実
態
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
し

て
無
駄
の
を
い
対
策
を
立
て
る
た
め

の
資
料
と
す
る
た
め
に
必
要
な
の

が
統
計
調
査
で
す
。
〝
住
み
よ
い
郷

土
の
道
し
る
べ
″
と
な
る
統
計
調
査

に
み
ん
を
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

へ
、
軋
矧
鼠
厨
ク
イ
ズ
」

成
懲
認
漆
器
貫

目

■

・

■

・

∴

・

＝

＋

h

・

‖

■

‖

◆

、

∧

t

．

㌧

㌧

㌧

　

．

＝

＝

．

）

＋

：

．

‥

・

．

㌧

㌧

・

・

：

■

．

・

．

＝

■

．

■

．

．

■

■

㌧

㌧

㌧

．

．

＝

＝

＝

■
香
典
返
し
と
し
て

貝
　
田
　
森
田
　
正
男
殿

（
妻
ま
つ
よ
様
ご
逝
去
）

御
　
机
　
岡
本
知
嘉
夫
殿

（
父
信
治
様
ご
逝
去
）

日
の
詰
　
福
岡
と
し
こ
殿

（
夫
岩
佳
様
ご
逝
去
）

口
内
祝
と
し
て

池
の
内
　
藤
原
　
玉
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
川
端
　
兼
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
竹
内
　
哲
郎
殿

（
長
男
善
郎
様
退
院
）

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
七
月
末
累
計
額

三
、
三
七
三
、
三
六
三
円

2
、
八
月
中
寄
附
額

一
九
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
六
〇
、
〇
〇
〇
円

退
院
内
祝
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
預
金
利
息

四
、
二
五
二
円

4
、
支
出
額を

し

5
、
八
月
禾
累
計
額

三
、
五
六
七
、
六
一
五
円

★
魚
の
血
合
い
肉
に
は
、
人
間
の
汗

に
当
た
る
代
謝
産
物
が
多
く
、
特
有

の
く
さ
み
が
あ
る
た
め
に
、
嫌
っ
て

捨
て
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
に
は
、
血
圧
を

下
げ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
調
整
す

る
働
き
の
あ
る
タ
ウ
リ
ン
や
、
ビ
タ

ミ
ン
、
鉄
分
な
ど
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
を
べ
物
を
し
て
つ
ゆ
を
い

っ
し
ょ
に
飲
ん
だ
り
、
焼
き
魚
で
血

合
い
肉
ご
と
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

★
「
タ
バ
コ
、
酒
、
肉
を
毎
日
と
ら

ず
、
緑
黄
色
野
菜
を
毎
日
欠
か
さ
ず

食
べ
て
い
る
人
は
が
ん
に
在
り
に
く

く
、
逆
に
、
タ
バ
コ
、
酒
、
肉
を
毎

日
と
り
、
緑
黄
色
野
菜
を
毎
日
食
べ

な
い
人
は
が
ん
に
な
り
や
す
い
」
－

こ
ん
を
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
（
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
・
平
山
雄
博
士
ら

の
研
究
に
よ
る
）
。

★
を
ぜ
緑
黄
色
野
菜
が
が
ん
に
効
果

が
あ
る
の
か
。
①
緑
黄
色
野
菜
に
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ロ
チ
ン
は
体

内
で
ビ
タ
ミ
ン
A
に
在
り
、
A
は
発

が
ん
の
促
進
物
質
を
抑
え
る
作
用
が

あ
る
。
②
同
様
に
ビ
タ
ミ
ン
C
に
は

発
が
ん
物
質
で
あ
る
ニ
ト
ロ
ソ
ア
ミ

ン
の
生
成
を
抑
え
る
働
き
が
あ
る
。

③
緑
黄
色
野
菜
を
よ
く
食
べ
る
人
は

淡
色
野
菜
や
海
藻
類
を
ど
も
よ
く
食

べ
る
人
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
含
ま
れ

て
い
る
食
物
繊
維
は
腸
の
働
き
を
活

発
に
し
て
、
大
腸
が
ん
の
発
生
を
抑

え
ま
す
。
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